
令和元年度　兵庫県看護協会　支部研修（医療安全関連）　

項目 研修名 ねらい 研修の主な内容 開催時間

阪神南

【阪神南】 第14回阪神南医療安全研修会

（ネットワーク会議）「患者安全を考えよう

ADLを低下させない転倒・転落防止」

理学療法士の視点から考えた転倒・転落防止について学び、各施設での転倒・転落

防止の取り組みについて情報交換し、各自の実践現場で活用できる。
講義およびグループワーク 2

阪神北 第2回医療安全担当者交流会

阪神北支部内施設の医療安全の質向上に向け、医療安全に携わる者の交流会を開催

する。講義と交流を通し、転倒予防策を強化するとともに、各施設のもつ問題を共

有し、相互支援できるネットワークづくりができる。

テーマ：転倒予防

講義と交流/施設間の情報交換

神戸

東部

医療安全研修会「院内の暴言・暴力から職員を

守る」
護身術を学び、自分の身は自分で守る。 講義およびグループワーク 1.5

神戸

東部
チームステップス（基礎編） コミュニケーションエラーを防ぎ、チームワークを高める。 講義・演習 2.5

神戸

中部
チームステップス　パート１

コミュニケーションスキルや安全文化の構築方法を基礎から学び、各自施設や自部

署でのTeam-STEPPS推進の牽引者となる。
チームステップスとは、講義およびグループワーク 6

神戸

西部

医療安全委員会主催「みんなで語り合いましょ

う　医療安全交流会～ブリーフィングとRCA分

析を学びましょう～」

医療安全実務者の交流とブリーフィングの紹介、RCA分析を現場で活用する方法を

学ぶ。

医療安全実務者の交流会（チーム医療における

ブリーフィングの重要性と実践方法の紹介）、

RCAの講義と実践

3

東播 第1回  リスクマネジャー交流会 インシデントレポートの活用について
各施設におけるインシデントレポートの活用を

情報共有する
3

東播 第2回  リスクマネジャー交流会
医療訴訟についての知識を得る/医療事故やトラブルが発生した場合の対応について

考える機会とする

・医療訴訟に関する知識の習得

・他施設との情報交換
3

東播
第3回   リスクマネジャー交流会

身体拘束最小化について

身体拘束廃止に必要な考え方について学び、不適切ケアをなくす取り組みや身体拘

束をしないで事故を防ぐための工夫を考えることができる。

増加しつつある身体拘束を減少させるための知

識や技術を習得するとともに倫理について考え

る

3

西播
医療安全

～医療安全対策地域連携加算の活用～
医療安全対策の標準化を推進すると共に医療安全の質の向上と均てん化を図る。

地域連携における医療安全対策の基本的な考え

方/医療安全相互チェック実施のコツ/実施報告

書の記載/医療安全連携加算の問題点・改善点

3
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西播

第1回リスクマネジャー交流会

：研修企画に悩みます～こんな研修やってます

～

医療安全管理者の業務の１つである院内研修の企画について、悩みを共有し、４施

設からの情報提供をうけることで、自施設での研修企画に活かすことが出来る。
情報提供とグループワーク 3

西播
第2回リスクマネジャー交流会：多職種実践報

告会

医療安全活動の役割を担うスタッフの交流を図り、情報提供や相互支援を行い、自

施設や 地域の医療の質の向上につなげる /施設内の課題や悩みを解決し、医療安全

活動を推進する

4施設4職種（看護師・薬剤師・管理栄養士・臨

床工学技士）からの医療安全活動報告を共有す

る。情報提供を受けて、自施設でどのように活

かせるか、困っていること等についての意見交

換し、課題を見出す。

3

西播
第3回リスクマネジャー交流会：眠れないと言

われたら第２報

睡眠障害を理解し、対応方法を学ぶ 。/各施設で起こっている困難事例を共有し、

安全対策に活かすことが出来る
3

北播 RCA分析について
根本原因分析から実行可能な改善策を身に付け問題解決能力の向上につなげること

ができるようになる。

RCA分析と何か、ツールの特徴について説明し

グループワークで症例をもとに実際に分析を行

い発表していく

5.5

北播 リスクマネージャー交流会「RCA分析について」
「RCA分析」研修後の実践報告会、実際の取り組み状況や困っていることなど情報

交換し、相談のできる場所にすることで自施設での取り組みに活かす。

研修会参加の施設中心に交流会を行い活動報告

事例共有をする
2

北播
 リスクマネージャー交流会 「身体拘束につい

て」

拘束0に向けて、病院や施設での現状の取り組み方法など情報交換し、自施設での

取り組みに役立てる。

医療安全委員会メンバーで、自施設での身体拘

束の取り組み現状を紹介し、その後グループ

ワークで、それぞれの施設での取り組み状況や

困っている事など情報交換していく

2.5

但馬
インシデントレポートの活用

～事例分析、対策の視点～

各施設のリスクマネジャーの交流と情報交換/インシデントレポートの活用方法が理

解できる

インシデントレポートについて/インシデントレ

ポートの活用方法/事例分析方法/対策立案等
2


